
改行削除ツール（日本国特許庁 通知書類用）の使い方

1. はじめに
J-PlatPatで特許を検索すると、その経過情報の一つとして、拒絶理由通知書を始め

とする特許庁からの通知書類(*1)を閲覧することができます。例えば、類似の特許が既
に他者から出願されていて、その出願に対して拒絶理由等が通知されている場合、こ
れらの情報を新規に出願しようとしている案件のブラッシュアップに活用することがで
きます。しかし、J-PlatPatで公開されているこれらの通知書類は、紙に印刷された文
書と同様のレイアウトで出力されているため、ヘッダや不要な改行が付与されており、
再利用する際にはそれらを手で一つ一つ削除している人が少なくありません。
本改行削除ツールは、そのような不要な改行等を自動で削除することで、通知書類

に書かれているテキストを再利用しやすくするためのツールです。
改行削除に加え、以下の部分も削除します。

・ページ番号
・「続葉有」から次ページまでの間のテキスト

図1 処理対象データの入力例
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2. 基本的な使い方
ツールを起動すると、以下の画面が表示されますので、画面左側のテキスト入力欄

に改行等を除去したい通知書類のテキストを入力してください（図１）。入力が終わった
ら、画面左下の「実行」ボタンをクリックしてください。

(*1) 本ツールで処理できるのは、拒絶理由通知書の他、「拒絶査定」や「補正の却下の決定」。

ヒント：改行を削除したい段落ごとにテキストをコピペするのは手間なので、J-
PlatPatで表示される通知書類全体をCtl-A、Ctl-Cでコピーして入力
欄に張り付けで、書類全体を一度に処理した後、再利用したい段落ごとに
適宜コピーして利用すると作業を効率化できます。

○○ ○○ ××× ×××
●● ●●
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図２A 入力例

３. 処理例
以下に示す処理例では、「引用先願の・・・構成であり」の次の行である「・・・続葉有」

から、続葉の内容である「、同様の・・・」の前の空行までが削除され、「引用先願の・・・構
成であり、同様の作用を奏するものと認められる。」が改行なしの一つのテキストとして
整形されています。

○○ ○○ ○○ ○○

××× ××× ××× ×××
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図２B 処理結果の例


